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１） 宇治地点１/１５０とする治水安全度はバランスを欠いているのではないか？ 

  何故１/１００あるいは１/１２０とならないのか？ 

 

２） 宇治地点を基準点として「基本高水」流量を決定し、計画高水流量を１，５００ 

ｍ３/Ｓと定めた全ての手順を含む「調査・検討報告書」を示されたい。 

 

３） 琵琶湖後期放流１，５００ｍ３/Ｓは大戸川合流地点から下流の目標か？瀬田川洗い

堰ではいくらか？天ヶ瀬ダム直下ではいくらか？宇治地点ではいくらか？ 

この目標での琵琶湖洪水規模はどのようなものか？ 

 

 

４） 喜撰山ダムを活用し、治水上の役割を果たす事の課題を詳しく示されたい。 

 

５） 昭和２８年の台風１３号の降雨をもって、宇治地点１，１００～１，２００ｍ３／Ｓの 

洪水ピーク流量が想定されるという「調査・検討報告書」を示されたい。 
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